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大正13年の内藤多仲の学年の同窓会記録・「斯美会」巻物より
（写真：山田眞早稲田大学名誉教授）

（
大
正
十
三
）年
の
宴
会（
？
）記
録
と

も
言
え
る
巻
物
で
あ
る
。写
真
は
そ
の
巻

頭
部
分
を
写
し
た
も
の
だ
が
、山
田
眞
先

生
に
よ
れ
ば
、絵
も
達
者
だ
っ
た
同
級
生

が
描
い
た
も
の
ら
し
い
。

　

大
正
十
三
年
と
言
え
ば
、関
東
大
震

災
の
翌
年
。そ
れ
故
巻
頭
は
こ
の
絵
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。大
地
震
か
ら
二
カ
月

後
に
他
界
し
た
地
震
学
者
大
森
房
吉
の

命
日
に
関
東
一
円
の
鯰
が
集
ま
り「
百

年
目
に
又
参
り
ま
し
ょ
う
か
？
」、「
日

本
人
は
案
外
小
国
民
だ
よ
!!
」等
と
言
っ

て
い
る
。　

　

こ
の
巻
物
は
、こ
こ
か
ら
何
メ
ー
ト
ル

も
続
く
。い
く
つ
か
の
会
合
の
折
々
に
同

級
生
た
ち
が
書
き
連
ね
た
も
の
を
繋
い

で
一
本
に
し
た
の
だ
ろ
う
。鯰
の
絵
の
後

に
は「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
協
会
創

立
」と
あ
り
、初
代
会
長
に
土
居
松
市
が

指
名
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
は
漢
詩
あ

り
、全
員
が
集
ま
っ
た
様
子
の
ス
ケ
ッ
チ

あ
り
、猥
画
ら
し
き
も
の
あ
り
と
、内
容

は
多
様
で
豊
か
。専
門
を
越
え
て
の
賑
や

か
な
議
論
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
も
あ

る
し
、百
年
後
の
私
た
ち
も
こ
う
い
う
横

議
の
場
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

耐
震
壁

　

今
の
私
の
職
場
は
早
稲
田
大
学
の
喜

久
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
。あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
新

旧
複
数
の
建
物
が
あ
る
が
、特
に
私
の
部

屋
が
入
っ
て
い
る
建
物
に
は
由
緒
が
あ

る
。名
称
は「
内
藤
博
士
記
念
耐
震
構
造

研
究
館
」。

　

一
九
五
七（
昭
和
三
十
二
）年
、長
年

早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
内
藤

多
仲
先
生（
以
下
敬
称
略
）が
定
年
し

た
際
に
集
ま
っ
た
卒
業
生
他
か
ら
の
寄

付
を
原
資
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
三
階
建
て
の
建
物
で
あ
る
。だ

か
ら
、こ
の
建
物
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
袖

壁
に
は
内
藤
多
仲
の
胸
像
が
埋
め
込
ま

は
デ
ッ
キ
や
隔
壁
構
造
に
守
ら
れ
て
大

丈
夫
だ
っ
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、建

築
の
耐
震
化
に
壁
体
を
利
用
す
る
着
想

に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。そ
の
後
内

藤
は
耐
震
壁
の
理
論
化
に
取
り
組
み
、自

ら
の
理
論
を
用
い
て
構
造
設
計
し
た
旧

日
本
興
業
銀
行
本
店
と
旧
歌
舞
伎
座
が

関
東
大
震
災
で
殆
ど
無
被
害
で
あ
っ
た

こ
と
も
手
伝
っ
て
、内
藤
の
名
は
一
躍
有

名
に
な
っ
た
。

明
治
の

帝
大
卒
業
生
た
ち

　

内
藤
多
仲
は
東
京
帝
国
大
学
建
築
学

科
の
第
三
〇
回
卒
業
生
。一
九
一
〇（
明

治
四
十
三
）年
卒
で
あ
る
。現
在
発
行
さ

れ
て
い
る
東
京
大
学
建
築
学
科
の
同
窓

会
名
簿
に
よ
る
と
、同
級
生
は
一
四
名
。

内
藤
の
他
に
、安
井
建
築
設
計
事
務
所

創
業
者
の
安
井
武
雄
や
東
京
高
等
工
業

学
校（
東
京
工
業
大
学
の
前
身
）で
建

築
学
科
長
を
務
め
た
土
居
松
市
等
が
い

る
。学
年
ご
と
の
人
数
は
、こ
の
五
年
前

に
初
め
て
二
桁
に
な
る
が
、そ
の
前
は
僅

か
数
名
と
い
う
少
数
教
育
で
あ
っ
た
。内

藤
が
同
じ
製
図
室
に
い
た
で
あ
ろ
う
三

れ
て
い
る
。そ
し
て
、私
の
部
屋
の
隣
の

部
屋
は
、扉
の
上
の
プ
レ
ー
ト
を
見
る
限

り
、今
も
尚
内
藤
の
部
屋
で
あ
る
。扉
を

開
く
と
、そ
こ
に
は
内
藤
の
机
が
あ
り
、

作
り
付
け
の
本
棚
が
あ
り
、戦
前
の
ノ
ー

ト
や
文
献
、内
藤
が
設
計
し
た
通
天
閣
の

工
事
写
真
、東
京
タ
ワ
ー
の
青
焼
き
図
面

等
々
、内
藤
の
資
料
が
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
て
お
り
、壁
に
か
け
ら
れ
た
内
藤
の
肖

年
上
、後
に
東
京
帝
国
大
学
総
長
に
な

る
内
田
祥
三
の
学
年
は
た
っ
た
六
名
だ

し
、二
年
上
、そ
の
後
旧
日
本
興
業
銀
行

本
店
の
建
築
設
計
で
コ
ン
ビ
を
組
む
こ
と

に
な
る
渡
辺
節
の
学
年
も
八
名
に
過
ぎ

な
い
。一
年
上
、豊
多
摩
監
獄（
後
の
中

野
刑
務
所
）の
設
計
で
も
知
ら
れ
る
後
藤

慶
二
や
、日
建
設
計
の
母
体
で
あ
る
長
谷

部
竹
腰
建
築
事
務
所
の
創
設
者
長
谷
部

鋭
吉
、能
楽
研
究
者
山
崎
楽
堂
と
し
て

も
知
ら
れ
る
山
崎
静
太
郎
の
学
年
か
ら

一
六
名
と
人
数
は
多
く
な
る
が
、そ
れ
で

像
画
が
そ
れ
ら
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

そ
の
内
藤
多
仲
は
、東
京
タ
ワ
ー
、通

天
閣
、名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
、さ
っ
ぽ
ろ
テ

レ
ビ
塔
等
、俗
に「
タ
ワ
ー
六
兄
弟
」と

呼
ば
れ
る
塔
た
ち
の
設
計
者
と
し
て
も

著
名
だ
が
、内
藤
の
業
績
や
資
料
に
詳

し
い
山
田
眞
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
に

よ
る
と
、「
耐
震
構
造
の
父
」で
も
あ
る
。

（
山
田
眞
、「『
塔
博
士
・
内
藤
多
仲
』そ

も
前
後
数
年
の
先
輩
後
輩
と
は
親
し
く

付
き
合
え
る
規
模
だ
っ
た
ろ
う
し
、学
年

数
十
名
の
今
日
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
程
に
同
級
生
の
結
び
付
き
は
強
か
っ
た

に
違
い
な
い
。

大
正
十
三
年
の
同
窓
会

　

内
藤
の
部
屋
に
は
、そ
う
し
た
同
級
生

の
結
び
付
き
の
強
さ
を
示
す
有
力
な
証

拠
が
残
っ
て
い
る
。内
藤
の
学
年
の
同
窓

会「
斯
美
会
」の
、ど
う
や
ら
一
九
二
四

の
足
跡
」、「
大
塚
薬
報
」、Ｎ
ｏ
．
６
７

４
、大
塚
製
薬
、２
０
１
２
年
４
月
）

　

山
田
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、と
り
わ
け

「
耐
震
壁
」の
着
想
と
そ
の
理
論
化
及
び

実
践
こ
そ「
父
」た
る
に
相
応
し
い
内
藤

の
業
績
で
あ
る
。詳
細
に
つ
い
て
は
、前

掲
の「『
塔
博
士
・
内
藤
多
仲
』そ
の
足

跡
」を
ご
覧
頂
き
た
い
が
、「
耐
震
壁
」の

着
想
の
経
緯
に
関
す
る
部
分
を
ま
と
め

る
と
概
ね
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

　

内
藤
は
一
九
一
七（
大
正
六
）年
に
一

年
間
念
願
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
留
学
を
果

た
す
が
、耐
震
的
な
構
造
に
つ
い
て
の
手

掛
か
り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。帰
国
し
て

か
ら
、ア
メ
リ
カ
移
動
中
に
中
仕
切
り
を

外
し
た
ト
ラ
ン
ク
が
破
損
し
た
こ
と
、帰

国
時
の
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
沖
の
嵐
で
も
船
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